
虎ノ門ニュース（2020年8月26日）
韓国側で徴用工裁判支援をする日本人

9月1日に放送の虎ノ門ニュースで端島（軍艦島）の元島民の『強制徴用は
なかった』という証言や台湾出身徴用工が日本人と同じく賞与をもらってる
給料明細などが展示されてる産業遺産情報センター所長の加藤康子氏が出演。
加藤康子氏は「コロナで予約制だが多くは韓国・日本メディアの訪問で埋まっ
てる。朝日新聞・毎日新聞・東京新聞・週刊金曜日の記者などが一社で何人
も来る。資料室には一次資料と当事者証言が紹介されてるが証言内容が彼ら
の望む内容と異なるので『嘘だろ』と質問をされる」と日本メディアも元島
民証言は嘘と決めつけて取材してると暴露。
また朝日は社説で『朝鮮半島出身者の労務動員に暴力・過酷な労働を強いた
ことは公文書で判明し、裁判でも被害は認められてる』とセンターを批判す
るも、実際には“裁判事例はなく”、朝日は“端島についての公文章はない”と
回答するなど悪質な印象操作が発覚。
また翌日の放送ではジャーナリストの大高美貴氏が「韓国側で戦後補償実

現の支援してる矢野秀喜が朝日新聞と共同通信の記者と一緒にいた」と証言
し、「徴用工裁判を続けたい人にとって元島民の証言は不都合なので『捏造！
歪曲！』と言って産業遺産情報センターから撤去しろ日韓マスコミが連動し
て叩いてる」と軍艦島で強制徴用があったとすべく矢野秀喜氏と左派メディ
アが一体化し動いてると主張した。
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2020年8月31日（虎ノ門ニュース）

6度の国政選挙で安倍総理を圧勝させた国民の判断を
『日本の民主主義は深く傷つけられた』『安倍政権の7年余りは日本史上の汚点』と
安倍憎しで社説や特集記事で7年8ヵ月の安倍政権を全否定する朝日新聞。
朝日新聞は自分達と違う考えを一切認める気がないと言わざるを得ない
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